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●なぜ群をつくるのか? 

-イワシの仲間- 

1O 月の上旬ぐらいからでしょうか、港の 

中にミジュンの大群が入り込んでいるのは、 

みなさんもうご存じのことでしょう。毎日 

どんどんつり上げられていますが、まだ 

黒々とした群が波の下でうねっています。 

今回は、このミジュンの話をしましょう。 

先ほど「大群」と書きましたが、このミ 

ジュンたちは、群をなし、海中のプランク 

トンなどを食べて生活している魚です。肉 

食のカツオは、このミジュンの群を見つけ 

るとこれを取りかこみ、すばやく泳ぎなが 

らその群を小さく縮めていき、そしてつい 

には、水面に盛り上がるほどに密度が濃く 

なったところで、おそいかかって食べてい 

きます。 

こんな風に食べられるくらいなら、最初 

から群など作らず、バラバラにくらしてい 

ればいいのに、なぜミジュンは群を作るの 

 

でしょうか。昔から考えられているのは、 

「群を作ることによって 1 匹の大きな生き 

物に見せて他の動物をおどかし、身を守ろ 

うとしている」という説です。けれども、 

先ほどのカツオの例のように、1 カ所に集 

められてバクバク食べられてしまっていま 

すから、かえってカツオに好都合で、ミジ 

ュンにとっての得は、この説ではうまく説 

明がつきません。「群を作ると、たくさん 

の目でまわりを見ることができるので、敵 

をより早く発見できる」と考えた人もいま 

す。しかし、敵を早めに見つけたところで、 

カツオより泳ぐのがおそいので、逃げきれ 

るとは思えませんし、大きな群は、むしろ 

見つかりやすくなってしまうでしょうから、 

これも理屈に合いません。 

実は、なぜミジュンが群を作るのか、そ 

の理由はまだはっきりしていないのです。 

ただし、すこし納得のいく説が一つありま 

す。それは、「うまく子孫を残すため」と 

いう説です。ミジュンも、子孫を残すため 

にはオスとメスが出会わなければなりませ 

ん。あまり泳ぎ回らないならば相手をさが 

すのも、そう大変ではないかもしれません 

が、ミジュンのように大海原を泳ぎ回って 

いる魚が、もしバラバラにくらしていたら、 

相手の見つからないうちに死んでしまうか 

 



●阿嘉新港での定点観測 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしれません。群を作っていれば、相手を 

さがす手間もなく、うまく子孫を残せるで 

しょう。とはいえ、本当は他に理由がある 

のかもしれません。「なぜミジュンは群を 

作るのか」、もし良い考えが浮かんだらぜ 

ひ教えてください。 

ところで、みなさんの中には、「ミジュ 

ン」は方言だと思っている人もいるでしょ 

う。たしかに「ミジュン」は方言なのです 

が、もう一つの「ミズン」という言い方は、 

実は正式な魚の名前で、今港にいるのは、 

大部分がこのミズンです。マイワシと同じ 

ニシン科の魚で、日本では沖縄で初めて見 

つかり、そこで呼ばれていた名前がそのま 

ま正式な名前になったのでしょう。沖縄本 

島のまわりでは、毎年夏の半ば過ぎから秋 

にかけて海岸に押し寄せるようですから、 

きっと昔から大切な食料として、人々に食 

べられていたに違いありません。子孫を残 

すための大切な群ですから、取りつくすわ 

けにはいきませんが、釣ったり、小さなた 

も網ですくって、季節の魚を味わうのは大 

切なことだと思います。私たちもおいしく 

いただきました。みなさんも・・・もう、 

食べてますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●阿嘉島の海より 

-白化現象再び- 

3 年前の夏、島のまわりのサンゴが真っ白 

になってしまったのを覚えている人も多い 

と思います。同じ現象が今年の夏また起き 

てしまいました。主な原因は高水温だと言 

われています。サンゴの白化現象<はっか 

げんしょう>です(白骨化現象ではありま 

せん)。沖縄本島のように、場合によって 

はサンゴ礁を全減させてしまうサンゴ礁の 

一大事です。ただ、真っ白になっているの 

で骨だけになって死んでいると思っている 

人や、白化したサンゴはそのうち必ず死ん 

でしまうと思っている人も多いのではない 

でしょうか？でも、そうではないのです。 

白化したサンゴはちゃんと生きていますし、 

水温が下がって環境がよくなればもとどお 

り元気なサンゴに戻ることもできます。そ 

う言えば、3 年前、島のまわりのサンゴも 

ほとんどが白化してしまいましたが、気が 

付いたらもとに戻っていたでしょう？今年 

の白化現象でも一部のサンゴは死んでしま 

いましたが、ほとんどは回復することがで 

きました。慶良間の海が健全だからこそこ 

のような危機にも耐えられたのだと思うの 

です。この世界的にも貴重な慶良間のサン 

ゴ礁をいつまでも保っていきたいものです。 


